
1984

9
No. 265

主 な 内 容

町内地区懇談会開催… … … … … … … … 2

秋の交通安全健民運動実施… … … … … 3

ミ゙スゆや、決定… … … … … … … … … 5

お知らせ… … … … … … … … … … … … … 6

発行／山口県大津郡油谷町役場　編集／総合企画課・毎月1[ |発行・印刷　粟野印刷㈱

わが町の人口
昭和59年8月11日現在

人　口　10, 971人（ー106人）

男　5. 186人（ー51人）

女　5. 811人（ー55人）

世帯数　　3．278戸　（＋12戸）

（前年対比）

海上安全と豊漁祈願！
今年もえびす祭りの時期を迎え、港では大漁期をなび

かせた船団が、勇壮にあじろめぐりを行った。

8月17日　掛淵漁

港で



地 区懇 談 会
開　 催

明
日
の
油
谷
町
へ
の
提
言

～
町
制
3
0周
年
を
契
機
と
し
て
～

昨
年
の
地
区
懇
談
会

（
河
原
公
民
館
）

例
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
町
内
地
区
懇

談
会
を
、
下
記
日
程
に
よ
り
実
施
い
た

し
ま
す
。

本
年
は
。
町
制
三
〇
周
年
の
記
念
す

べ
き
年
に
あ
た
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
油

谷
町
の
三
〇
年
を
み
つ
め
、
こ
れ
か
ら

の
油
谷
町
を
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
。

テ
ー
マ
を
「
明
日
の
油
谷
町
へ
の
提
言
」

と
題
し
ま
し
て
。
み
な
さ
ま
方
の
き
た

ん
の
な
い
ご
意
見
ご
提
言
を
お
聞
き
い

た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
た
い
へ
ん
お
忙
し

い
時
期
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
多
数
の
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ご
都
合
に
よ
り
参
集
地
区
の
会
場
に

参
加
で
き
な
い
方
は
。
そ
の
ほ
か
の
最

寄
会
場
に
参
加
く
だ
さ
い
。

一
会
場
の
時
間
を
、
二
時
間
半
に
設

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
点
お
含
み

の
上
ご
協
力
願
い
ま
す
。

町 内 地 区 懇 談 会 開 催 日 程

月　日 曜 時　　　 間 会　　　　 場 参　　　 集　　　 範　　　 囲

9 ／3 月

9 : 30 ～12 :  00 油 谷島 則 国 公 会 堂 油 谷 部 落

13 :  30～16 :  00 大 浦 漁 協 大 浦 東 、 西部 落

4 火

9 : 30 ～12 :  00 向 津 具 公 民 館
田 久 道 、 白 木 、 久 津 、 大 和 、 南 方 、
本 郷 、 山 崎 、 水岬 、上 野 西 部 落

13 :  30～16 :  00 川尻 漁 村 セ ン タ ー 大字 川 尻 、中 ノ 森、 上 野 東 部 落

5 水

9: 30 ～12 :  00 宇津 賀 集 落 セ ン タ ー 大字 津 黄 、 大 字 後 畑（ 除 く小 田 ）

13 :  30～16 :  00 角山 老 人 憩の 家 大字 角 山 、小 田 部 落

6 木

9 : 30 ～12 :  00 久 富 公 民 館 大 字 久 富

13 :  30～16 :  00 人 丸 文 化 セ ン タ ー 大字 新 別 名

7 金

9 : 30 ～12 :  00 河 原 公 民 館 大 字 河 原

13 :  30～16 :  00 伊 上 公 民 館 大 字 伊 上

8 土 9 : 30 ～12 :  00 蔵 小 田 公 民 館 大 字 蔵小 田

町制30周年記念 ・30年 の歩み写真募集
行
事
な
ど
の
写
真
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

町
制
が
施
行
さ
れ
。
今

年
で
三
〇
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
町
で
は
こ
れ
を
記

念
し
て
各
種
団
体
の
協
力

を
お
願
い
し
、
記
念
行
事

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
行
事
の
一
環
と
し
て

町
の
三
〇
年
の
歩
み
の
写

真
展
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
の
で
。
各
種
行
事
か
地

域
の
祭
り
、
運
動
会
な
ど

も
ろ
も
ろ
の
写
真
を
広
く

町
民
の
方
か
ら
の
提
供
を

係
で
は
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

家
庭
で
の
大
事
な
写
真

を
一
時
お
借
り
し
て
丁
重

に
取
扱
っ
て
お
返
し
い
た

し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
送
り
先
・
問
合
せ
先

〒
七
五
九
ｌ
四
五

油
谷
町
大
字
新
別
名
九

六
四油

谷
町
役
場
総
合
企

画
課
振
興
係

二
―
一
一
一
一

内
線
　
二
一
二
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9 月21 日から

～9 月30 日まで

思
い
や
り
み
ん
な
の
た
め
の
交
通
安
全

秋
の
交
通
安
全
健
民
運
動

九
月
二
一
日
囹
か
ら
三

〇
日
圜
ま
で
の
一
〇
日
間

「
秋
の
交
通
安
全
健
民
運

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

わ
が
国
の
交
通
事
故
に

よ
る
死
亡
者
は
、
昭
和
五

五
年
以
降
増
加
傾
向
を
示

し
、
昨
年
は
九
、
〇
七
三

人
で
対
前
年
比
三
五
四
人

（
四
・
一
％
）
の
増
加
と

な
り
、
本
年
も
こ
の
傾
向

は
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

発
生
件
数
及
び
負
傷
者
数

も
昭
和
五
三
年
以
降
増
加
傾
向
に
あ
り
、

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は
依
然
と

し
て
年
間
六
〇
方
人
を
超
え
る
と
い
う

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

一
方
。
山
口
県
に
お
い
て
は
、
発
生

件
数
・
死
者
数
・
傷
者
数
と
も
に
昨
年

よ
り
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
七
月

末
現
在
、
発
生
件
数
三
、
五
九
五
件
、

死
者
数
九
五
人
・
傷
者
数
四
、
二
九
〇

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら

家
庭
に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の

お
父
さ
ん
、
お
兄
さ
ん
．
ミ
ニ
バ
イ
ク

に
乗
る
お
母
さ
ん
、
自
転
車
に
の
る
子

ど
も
．
そ
し
て
歩
行
者
と
し
て
の
お
年

寄
り
と
い
っ
た
、
交
通
社
会
に
お
い
て

立
場
の
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
．
こ
う
し
た
家
族
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
交
通
安
全
と
い

う
身
近
か
で
重
要
な
問
題
を
話
し
合
う

こ
と
は
、
交
通
社
会
に
お
け
る
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
を
よ
く
理
解
で
き
、
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
に
結
び

つ
き
ま
す
．

「
安
全
は
、
家
庭
の
中
か
ら
．
し
つ

け
か
ら
」
を
合
言
葉
に
実
行
し
ま
し
ょ

◆
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱

油
谷
町
は
．
七
月
一
八
日
の
第
二
回

定
例
町
議
会
で
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

宣
言
の
町
に
関
す
る
決
議
を
し
ま
し
た
．

多
く
の
方
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着

用
に
関
し
て
そ
の
効
果
を
認
め
て
い
ま

す
が
、
「
面
倒
だ
か
ら
」
　「
わ
ず
ら
わ

し
い
か
ら
」
な
ど
の
理
由
で
．
着
用
し

て
い
な
い
人
が
か
な
り
多
い
の
が
現
状

で
す
．

ま
た
、
思
い
違
い
か
ら
．
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
し
て
い
る
と
水
没
や
火
災

の
際
、
早
く
車
外
に
脱
出
で
き
な
い
と

思
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
が
．
実
際
は
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば
衝

突
時
に
意
識
不
明
に
な
る
こ
と
も
な
く

ま
た
、
操
作
が
簡
単
な
こ
と
か
ら
早
く

車
外
に
脱
出
で
き
る
も
の
で
す
．

自
動
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
は
．
い

つ
．
ど
こ
で
事
故
に
あ
う
と
も
限
り
ま

せ
ん
．
自
動
車
に
乗
る
と
き
は
．
自
然

に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
習
慣
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
．

山口県知事選挙終わる
投票率61.

25％
〔得 票 数〕

平
　
井
　
　
　
　
　
　
龍
　
　
　
　
四
、
四
九
〇
票

伊
　
藤
　
き
　
よ
　
し
　
　
　
　
　
五
一
三
票

（
無
効
票
　
　
　
一
一
五
票
）

選 挙 当 日
有 権 者 数

投 票 者 数 投票率( %)

久　富投票所 813 554 68. 14

新 別 名　 〃 799 539 67. 46
河　 原　 〃 694 483 69. 60
伊　 上　 〃 760 509 66. 97
蔵 小 田　 ，， 935 559 59. 79
津　 黄　 〃 295 209 70. 85
後　 畑　 〃 298 185 62. 08
立 石 〃 313 214 68. 37

角　 山　Z/ 376 235 62. 50
田 久 道　yX 184 125 67. 93
久　 津　 〃 390 212 54. 36

本　郷　/ / 454 237 52. 20
大　 浦　 〃 875 389 44. 46
油　 谷　・ 103 54 52. 43
水　 岬　 〃 158 123 77. 85
川　 尻　 〃 909 491 54. 02

計 8, 356 5, 118 61. 25

あなたの声でつくる町民憲章
アンケート調査にご協力を

町
制
施
行
三
〇
周
年
を

記
念
し
て
、
油
谷
町
の
将

来
に
ふ
さ
わ
し
い
、
明
る

く
。
住
み
よ
い
町
づ
く
り

を
め
ざ
し
た
指
標
と
な
る

油
谷
町
町
民
憲
章
を
制
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
民
憲
章
は
、
住
民
一

人
ひ
と
り
が
守
り
、
実
践

す
る
こ
と
に
よ
っ
て

″ふ

る
さ
と
″
へ
の
愛
着
と
誇

り
が
持
て
、
し
か
も
。
理

想
郷
を
つ
く
る
た
め
の
指

針
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
住
民
の
総
意
を

結
集
し
、
総
意
を
反
映
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

町
民
憲
章
制
定
委
員
会

で
は
、
み
な
さ
ん
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
お
願
い
し
、

み
な
さ
ん
が
期
待
し
て
お

ら
れ
る
町
の
将
来
像
。
人

間
像
を
織
り
込
ん
だ
町
民

憲
章
を
つ
く
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

油
谷
町
で
は
、
あ
た
た

か
い
心
の
ふ
れ
あ
い
と
、

豊
か
な
く
ら
し
を
め
ざ
し

だ
、
町
づ
く
り
の
た
め
の

基
本
構
想
が
つ
く
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
。
さ
ら
に
、

新
た
な
る
飛
躍
を
願
い
、

こ
の
美
し
い
自
然
を
守
り
、

活
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
町

づ
く
り
の
た
め
に
、
町
民

憲
章
の
制
定
に
積
極
的
な

提
言
を
お
願
い
し
ま
す
。
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カメラ
レポート

これは、おもしろい
8 月8 ～9 日、町教育委員会主催によるマイコン教室が中央

公民館で開かれた。これは、コンピュータという新しい技術に

親しむ学習の場を提供し、生涯学習への意欲を高めることを目

的に、13歳から43歳までの35入が参加し、受講生たちは真剣に

キイーをたたいていた。

あっぱれ、優勝

8月5日、第7回山口県少年ソフトボール選手権大会が防府

市・防府スポーツセンターグランドで開かれた、県内から45チ
ームが参加し、油谷町から参加した油谷小 スポーツ少年団が熱

戦の末、川中西チーム（下関）を2ー1で破り、優勝を遂げた。

声たからかに

8 月19日、 油谷コール10周年記念発表会が中央公民館で開か

れた。油谷コールは、49年5 月に公民館学級講座として発足し、

わきあいあいとした人間関係をつくりながら歌を歌い続けてき

たもので。これからも 楽゙譜が読めなくともたのしく歌ってい

こう、を目標に活動を続けたいとのことでした。現在部員30名

歌の好きな人の参加をお待ちしています。

油
谷
町
の
古
文
書

（
そ
の
六
）

藩
政
時
代
の
税
金
（
そ
の
一
）

村
田
菊
雄

( 久保家文書)

上
の
文

書
は
．
慶

応
二
年
の

税
金
台
帳

の
表
紙
で
、

次
の
よ
う

に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

慶
応
二
年
分

庄
屋

久
保
源
兵
衛
存
内

先

大

津

河

原

村

春

定

名

寄

帳

寅
　
三
月
　

畔
頭
　
伝
右
衛
門
組

本
文
は
．
長
尾
六
右
衛

門
以
下
百
五
十
人
の
一
人

ひ
と
り
に
つ
い
て
、
耕
作

す
る
田
畠
の
小
字
名
や
面

積
．
そ
し
て
割
り
当
の
生

産
高
が
一
枚
毎
に
記
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
終
り
に
は
、
そ
の
人
の
耕
作
面

積
の
合
計
、
割
り
当
生
産
高
の
合
計
と
税
（
当
時
は
物
成
と
言
っ
て
い
た
）

の
高
が
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
帳
面
を
作
る
の
は
、
庄
屋
と
畔
頭
の
責
任
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
帳

面
の
終
り
に
。
二
人
の
連
名
で
「
念
を
入
れ
て
作
り
ま
し
た
が
。
も
し
間
違

い
が
あ
れ
ば
私
ど
も
の
責
任
で
ご
ざ
い
ま
す
。
納
税
に
つ
い
て
は
、
私
ど
も

が
責
任
を
も
っ
て
完
納
致
し
ま
す
。
」
と
い
う
代
官
宛
の
文
書
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
次
に
、
百
五
十
人
の
連
署
で
、
滞
納
す
る
よ
う
な
者
、
耕
作
を
怠
る
よ

う
な
者
が
居
れ
ば
、
そ
れ
は
五
人
組
の

連
帯
責
任
で
完
納
致
し
ま
す
と
い
う
文

書
が
あ
り
ま
す
。

だ
が
、
納
税
の
直
接
の
責
任
者
は
畔

頭
で
、
苦
労
の
多
い
役
目
で
あ
り
ま
し

た
。
向
津
具
で
畔
頭
を
勤
め
ら
れ
た
清

永
恒
太
郎
氏
の
「
荒
々
一
代
記
」
に
よ

る
と
、
畔
頭
の
中
に
は
税
の
完
納
の
た

め
多
く
の
借
財
を
作
り
破
産
す
る
人
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

(庄屋・畔頭の完納の
約束の文書)
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“
ミ
ス
ゆ
や
”
植
木
山
根

部
落

さ
ん
に

第
1
4回
油
谷
町
夏
ま
つ
り
盛
大
に
開
催

八
月
一
六
日
、
第
一
四
回
油
谷
町
夏
ま
つ
り
が
人
丸
家
畜
市
場
に
お
い
て

開
か
れ
、
町
制
施
行
三
〇
周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
「
ミ
ス
ゆ
や
」
選
考

会
や
、
綱
引
き
大
会
、
恒
例
の
花
火
大
会
な
ど
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
人
で

に
ぎ
わ
っ
た
。

○
ミ
スゆ

や

町
制
施
行
三

〇
周
年
を
記
念

し
て
行
わ
れ
、

若
さ
と
健
康
美

あ
ふ
れ
る
女
性

を
選
ぶ
「
ミ
ス

ゆ
や
」
に
、
山

根
の
植
木
紀
江

さ
ん
「
準
ミ
ス

ゆ
や
」
に
は
、

駅
通
り
の
岡
本

恵
三
子
さ
ん
、

大
浦
の
福
田
ユ

リ
子
さ
ん
が
そ

れ
ぞ
れ
選
ば
れ

ま
し
た
。

町
内
に
在
住

す
る
一
八
歳
か

ら
二
五
歳
ま
で

の
応
募
者
二
三

人
に
つ
い
て
、

冨
永
恒
光
山
口

芸
術
短
期
大
学
教
授
、
松
永
町
長
、

林
町
議
会
議
長
、
安
田
町
観
光
協
会
長
、

田
中
青
年
団
長
、
寺
本
町
商
工
会
青
年

部
長
に
よ
る
一
次
審
査
で
候
補
三
人
を

選
考
し
、
夏
ま
つ
り
の
会
場
に
お
い
て
、

本
年
度
成
人
者
代
裏
二
名
を
審
査
員
に

加
え
、
浴
衣
に
よ
る
最
終
審
査
の
結
果
、

決
定
し
ま
し
た
。

ミ
ス
ゆ
や

○
植
木
　

紀
江
＝
写
真
中

〈
住
所
〉
山
根

〈
年
齢
〉
　一
九
歳

〈
職
業
〉
重
田
歯
科
医
院
勤
務

〈
体
型
〉
身
長
一
五
八
c
m
、
体
重
四
五

㎏
、
Ｂ
八
二
c
m
、
Ｗ
五
九
c
m
、

Ｈ
八
五
c
m

準
ミ
ス
ゆ
や

○
岡
本
恵
三
子
＝
写
真
右

〈
住
所
〉
駅
通

〈
年
齢
〉
二
三
歳

〈
職
業
〉
美
容
師

〈
体
型
〉
身
長
一
六
三
c
m
、
体
重
四
八

㎏
、
Ｂ
八
〇
c
m
、
Ｗ
五
八
c
m
、

Ｈ
八
八
c
m

Ｏ
福
田
ユ
リ
子
＝
写
真
左

〈
住
所
〉
大
浦

〈
年
齢
〉
　一
九
歳

（
職
業
〉
家
事
手
伝

い

〈
体
型
〉
身
長
一
五
七
c
m
、
体
重
四
二

㎏
、
Ｂ
八
〇
c
m
、
Ｗ
五
七
c
m
、

Ｈ
八
三
c
m

左から 福田さん、植木さん、岡本さん

●
綱
引

き
大
会

町
内
外
よ
り
ニ
ハ
チ
ー
ム
の
参
加
が

あ
り
、
小
学
生
低
学
年
、
高
学
年
、
一

般
男
子
、
一
般
女
子
に
分
か
れ
、
熱
戦

が
く
り
広
げ
ら
れ
た
。
中
に
は
、
全
力

を
出
し
き
り
終
る
と
そ
の
場
に
す
わ
り

込
む
人
も
出
る
ほ
ど
で
、
た
い
へ
ん
な

盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
子
供
低
学
年
の
部
〉

優
　
勝
　
下
蔵
小
田

準
優
勝
　
河
原
Ａ

〈
子
供
高
学
年
の
部
〉

優
　
勝
　
油
谷
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｂ

準
優
勝
　
河
原
Ａ

〈
一
般
女
子
〉

優
　
勝
　
久
富
マ
マ
さ
ん

準
優
勝
　
川
尻
マ
マ
さ
ん

〈
一
般
男
子
〉

優
　
勝
　
岡
藤
組

準
優
勝
　
パ
ン
パ
ー
ス

女
性
も
大
い
に
健
闘

保　健
ミニ知識

あ
な
た
の
胃
は
大
丈
夫
？

胃
は
食
道
と
十
二
指
腸
の
間
に
あ
る

消
化
管
の
一
部
で
、
特
に
タ
ン
パ
ク
質

の
消
化
に
人
き
な
役
割
を
は
た
し
て
い

ま
す
。胃
は
Ｊ
の
字
の
形
を
し
て
お
り
、

一
日
約
ミ
リ
ッ
ト
ル
の
胃
液
を
分
泌
し

ま
す
。
そ
の
主
な
成
分
は
、
ペ
プ
シ
ン

と
塩
酸
と
粘
液
で
、
粘
液
に
よ
っ
て
胃

自
身
が
消
化
さ
れ
る
こ
と
を
防
い
で
い

ま
す
。

楠
神
的
・
肉
体
的
な
ス
ト
レ
ス
が
胃

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
欲
求
不
満
、
肉
体

の
疲
労
、
睡
眠
不
足
、酒
の
飲
み
過
ぎ
、

タ
バ
コ
の
吸
い
過
ぎ
、
暴
飲
暴
食
な
ど

は
胃
が
悪
く
な
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

胸
や
け
、
げ
っ
ぷ
、
胃
の
不
快
感
な
ど

は
、
胃
に
炎
症
が
起
き
た
症
状
で
す
。

ま
た
、
胃
液
中
の
塩
酸
や
ペ
プ
シ
ン

で
、
胃
や
十
二
指
腸
に
潰
瘍
が
で
き
る

の
が
消
化
性
潰
瘍
で
、
男
性
に
多
く
み

ら
れ
ま
す
。
治
療
と
し
て
は
、
服
薬
・

安
静
・
食
事
療
法
（
軽
い
食
事
を
何
回

に
も
分
け
て
と
る
）
で
、
そ
の
他
に
禁

煙
・
精
神
的
不
安
を
除
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

胃
ガ
ン
は
日
本
人
に
多
く
み
ら
れ
ま

す
が
、
ガ
ン
が
粘
膜
下
層
で
と
ま
っ
て

い
る
早
期
ガ
ン
は
、
手
術
に
よ
る
治
癒

率
も
高
く
な
り
ま
す
。
自
分
は
ど
う
も

な
い
と
思
う
人
も
、
年
一
回
は
検
診
を

受
け
て
、
健
康
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

町広報ゆや　59. 9. 1



九
月
二
一
日
敬
老
会

こ
と
し
の
敬
老
会
を
九
月
二
一
日

（
金
）
午
前
一
〇
時
か
ら
、
油
谷
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

町
内
の
七
〇
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は

一
三
七
三
人
、
そ
の
う
ち
九
〇
歳
以
上

の
高
齢
者
が
三
八
名
。
八
八
歳
の
米
寿

の
方
が
二
一
人
お
ら
れ
ま
す
。
最
年
長

者
は
、
小
田
の
石
光
ヒ
サ
さ
ん
満
九
九

歳
（
明
治
一
八
年
九
月
六
日
生
）
で
す
。

な
お
、
当
日
は
会
場
へ
の
往
復
バ
ス

を
用
意
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

敬
老
の
日
は
治
療

費

を

サ

ー

ビ

ス

山
口
県
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
員
証

の
看
板
の
あ
る
業
者
で
は
、
九
月
一
五

日
の
敬
老
の
日
の
み
、
満
七
〇
歳
以
上

の
方
に
は
、
は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
治
療
を
一
、
〇
〇
〇
円
で
行
い
ま
す
。

（
長
門
大
津
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
か

ら
）乳

ガ
ン
検
診
が
行
わ

れ
ま
す

九
月
の
「
ガ
ン
征
圧
月
間
」
に
ち
な

ん
で
、
乳
ガ
ン
検
診
が
左
記
の
と
お
り

行
わ
れ
ま
す
。

ガ
ン
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

大
事
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受

診
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

〈
日
　
時
〉

九
月
一
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
の
一
力

月
間
（
日
曜
・
祝
祭
日
は
除
く
）
の
午

前
中

〈
実
施
医
療
機
関
〉

木
村
病
院
・
岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

長
門
病
院

〈
料
　
金
〉

一
、
六
〇
〇
円

な
お
、
受
付
で
検
診
の
こ
と
を
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
険
証
を
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

自
　
衛
　
官
　
募
　
集

〈
応
募
資
格
〉

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
一
八
歳
以

上
二
五
歳
未
満
で
日
本
国
籍
を
有
す
る

男
子

〈
志
願
手
続
き
〉

志
願
票
の
請
求
及
び
提
出
光
は
町
役

場
あ
る
い
は
、
自
衛
隊
山
口
地
方
連
絡

部
募
集
事
務
所
へ

〈
試
　

験
〉

試
験
期
日
、
場
所
は
志
願
票
交
付
ま

た
は
受
付
の
際
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

内
容
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
り
ま

す
。

○
筆
記
試
験
（
国
語
・
数
学
・
社
会
）

○
口
述
試
験

○
適
性
試
験

○
身
体
検
査
（
身
長
一
五
五
ｃ
ｍ
以
上
、

胸
囲
体
重
、
視
力
0
.
6以
上
矯
正
0
.
8以

上
）

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
役
場

住
民
課
あ
る
い
は
、
自
衛
隊
山
口
地
方

連
絡
部
募
集
事
務
所
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｏ
八

三
九
ｌ
二
二
ｌ
二
一
二
二
丘
）
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

遺
墨
展
へ
の
出
展
募
集

一
一
月
一
七
日
午
前
九
時
か
ら
中
央

公
民
館
で
、
郷
土
文
化
会
の
主
催
に
よ

る
、
油
谷
町
出
身
者
の
遺
墨
展
が
行
わ

れ
ま
す
。
郷
土
先
人
の
遺
墨
を
お
持
ち

の
方
は
、
出
展
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ
＝
中
央
公
民
館
内
、

油
谷
町
郷
上
文
化
会
（
②
一
一
一
六
）

職
業
訓
練
生
募
集

小
野
田
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
要
領
で
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

〈
対
　
象
〉

離
職
者
、
転
職
者
な
ど
で
新
た
な
職

業
に
就
こ
う
と
す
る
人

〈
科
目
人
員
〉

溶
接
科
　
　
　
　
　

二
〇
人

自
動
車
整
備
科
　
　
二
〇
人

電
気
機
器
科
　
　
　
一
五
人

ブ
ロ
ッ
ク
建
築
科
　
二
五
人

配
管
科
　
　
　
　
　

二
五
人

塗
装
科
　
　
　
　
　

二
〇
人

〈
訓
練
期
間
〉

一
〇
月
か
ら
一
年
間

〈
募
集
期
間
〉

昭
和
五
九
年
九
月
一
四
日
ま
で

〈
受
講
料
〉

無
料

な
お
、
問
い
合
せ
な
ど
は
、
萩
公
共

職
業
安
定
所
長
門
分
室
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
八

三
七
二
―
ニ
ー
一
五
四
〇
）
ま
た
は
。

小
野
田
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｏ
八
一二
六
八
ｌ
三
ｌ
こ
二
四
三
）
へ
。

長
門
地
区
手
話
講
習

会
受
講
者
を
募
集

へ日
　
時
〉

一
〇
月
八
日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
午

後
六
時
一
五
分
～
午
後
八
時

〈
場
　
所
〉

長
門
市
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー
研
修
室

〈
講
習
内
容
〉

○
聴
覚
障
害
者
に
接
す
る
心
得

○
初
級
手
話
技
術
等

〈
申
込
み
先
〉

長
門
市
通
公
民
館
　
安
森
徹
さ
ん
ま

で
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
長
門
八
ー
○
○
○
八
）

お
め

で

た

七
月
一
九
日
～
八
月
一
八
日
受
理

子
の
氏
名
　
　
保
護
者
　
住
　
所

中
谷
　
昭
子
　
　
　
晃
　
　
　

杣
　
地

中
原
　
勇
太
　
　
　
寛
　
　
　
広
　
中

池
永

純
一
　
　
和

昭
　

大
　
江

村
中
　

哲
　
　

秀
　
之
　
　
貝
　
川

平
川
　
朋
美
　
　
章
　
一
　
　
木
　
吹

山
根
　
祐
樹
　
　
正
　
次
　
　
川
尻
西

井
上
　
宗
彦
　
　
哲
　
夫
　
　
中
の
森

加
茂
　
睦
　
　
善
　
成
　
　
白
　
木

橋
本
　
昌
典
　
　
昌
　
明
　
　
大
浦
東

お
く
や
み

七
月
一
九
日
～
八
月
一
八
日
受
理

氏
　
名
　
　
　

年
齢
　
　
　

住
所

大
中
　
や
ゑ
　
　
八
三
歳
　
　
掛
　
渕

林
　
　
潔
　
　

七
二
歳
　
　
西
津
黄

中
野
キ
ヨ
ミ
　
　
八
四
歳
　
　
大
　
畠

福
永
ミ
ト
り
　
　
七
七
歳
　
　
大
川
尻

大
谷
　
ト
シ
　
　
ハ
七
歳
　
　
水
　
岬

永
原
　
秀
雄
　
　
六
六
歳
　
　
田
久
道

油
　
谷
　
俳
　
壇

秋
立
つ
や
長
き
通
院
解
か
れ
た
る
　
　
　

片
倉
　
田
泉

検
脈
の
手
の
冷
え
覚
ゆ
今
朝
の
秋
　
　
　

窪
田
　
幸
代

草
負
け
も
し
て
帰
省
子
の
墓
掃
除
　
　
　
　
村
上
　
有
弘

木
も
れ
日
の
池
に
光
げ
な
し
秋
立
ち
ぬ
　
　
　
　
黒
瀬
　
静
江

立
秋
や
互
に
出
逢
ひ
夏
痩
せ
て
　
　
　

中
尾
　
浮
木

風
鈴
の
躍
る
音
色
と
な
り
て
雨
　
　
　

大
谷
　
展
生

油
　
谷
　
短
　
歌
　
会

魚
市
場
の
床
面
清
く
流
さ
れ
て
し
ら
じ
ら
明
け
の
気
配
伝
は

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
岡
　

豊

灯
を
消
し
て
窓
辺
に
孫
と
歇
ひ
を
り
稲
妻
遠
く
走
る
夕
べ
を

上
永
　
政
雄

小
走
り
に
畝
ひ
と
っ
越
え
ま
た
越
ゆ
る
小
雀
見
を
り
鍬
を
休

め
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
　
敏
夫

め
ぐ
り
来
し
お
盆
幾
度
君
の
背
を
流
す
が
如
く
墓
石
磨
け
り

岡
村
ツ
ユ
子
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